
防災分野における重点事項（防災科学技術研究所）

○ 基盤的な高精度地震・火山観測研究

全国約１９００点の高精
度センサーにより地震・
地殻活動および地震動
の分布を観測

○ 極端気象災害予測研究○ 地殻活動の観測予測技術開発

○ 火山活動観測予測
技術開発

10～15分30分 20～30分

高感度高感度
雲レーダ雲レーダ

（１）ライフライン実験研究
・地盤・地中構造物実験
・プラント機器・配管系実験

（２）建築構造物実験研究
・新材料・新工法を用いた構造物等の耐震性検証
・高層建物の安全性・居住性の検証
・次世代型免震・制震技術の開発・検証
・非構造部材や設備機器・配管の耐震性能評価

○ 震動実験研究

◇ E-Defense実験の再現を目指した
材料、破壊モデルの更なる高精度化

○ 数値シミュレーションに関する研究

○ ハザード・リスク評価研究

○ 防災情報システム研究

○ 社会への普及・定着手法の研究

◎地震ハザード・リスク情報ステーションの開発

◎各種自然災害リスク評価システム

◎ハザード・リスク評価手法の国際共同研究

◎災害リスク情報相互運用環境の研究開発

◎利用者別災害ﾘｽｸ情報活用ｼｽﾃﾑの研究開発

◎ﾏﾙﾁﾊｻﾞｰﾄﾞ対応ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手法の研究開発

◎防災情報が社会へ普及・定着するための方策研究

微地形区分

山　　地
山麓地
丘　　陵
火山地
火山山麓地
火山性丘陵
岩石台地
砂礫質台地
ローム台地
谷底低地
扇状地
自然堤防
後背湿地
旧河道
三角州・海岸低地
砂州･砂礫州
砂　　丘
干拓地
埋立地
湖　　沼

雪氷災害

災害予測による防災への貢献災害予測による防災への貢献

効果的な社会防災システムの実現効果的な社会防災システムの実現地震に強い社会基盤づくりへの貢献地震に強い社会基盤づくりへの貢献

スローイベントや地殻応
力モニタリングの高精度
化および観測された事
象の標準モデル構築

噴火予測システム・シミュ
レーション技術、および火山
活動の把握から火山災害予
測まで一連で行う技術開発

・ 雲の発生・発達を検知
・ 予測精度向上

測地学分科会の建議に
基づき弱体化が進む火
山観測研究基盤を支援

相
互
運
用

○ 研究成果の社会実装・発信
○ 人材の育成・確保
○ 国際共同研究の推進

横断的に取り組むべき強化項目横断的に取り組むべき強化項目
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